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研究成果の概要（和文）：　本研究では，ブラジルの地域経済発展と社会課題について，特定地域が抱える社会
課題をグローバルイシューと関連付けて整理し，解決策の模索に必要な議論を明らかにすることを目的とした。
本研究を構成する3つの柱のうち［1］マクロレベルでの政治経済動向について，論考を2本（査読付き論文1本）
［2］グローバル化に伴う国内経済地図の変化について，論考を3本，研究報告1回，［3］社会課題解決に資する
プロジェクトについて，論考2本（査読付き論文1本），研究報告7回を行った。コロナ禍を受け渡航中止要請期
間があり当初の研究計画を修正する必要性が生じたが，コロナ禍による社会課題の変容を踏まえた研究が可能と
なった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to elucidate the discussions necessary for seeking solutions
 to the social problems faced by specific regions in Brazil by relating these issues to global 
challenges and examining their impact on regional economic development. 
The study is structured around three main pillars: 1.We are analyzing the political and economic 
trends at the macro level, and two papers were produced, one of which was peer-reviewed. 2.We are 
examining globalization's changes in the domestic economic landscape, which has resulted in three 
papers and one conference presentation. 3.Investigating projects that contribute to solving social 
issues, leading to two papers (one peer-reviewed) and seven conference presentations and other 
related activities.
Despite the need to revise the initial research plan due to travel restrictions during the COVID-19 
pandemic, the study addressed the evolving social issues exacerbated by the pandemic.

研究分野：地域研究
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の研究成果は，国内の政治的分極化がマクロ経済運営を困難にすることを示し，ブラジルを含むラテン
アメリカ諸国が抱える不平等な所得分配，深刻な階級対立，政治的不安定性の改善を抜きにして制度・政策改革
を行うことの限界を指摘した。社会課題解決に資するプロジェクトに関しては，コロナ禍のような未曾有の危機
に直面したブラジルにおいて，市場や政府の不完全性を補完する役割を果たした機動的な市民セクターが存在し
たことを明らかにした。また，保健医療分野でのODAに関する研究活動を通して，「グローバル・サウス」にア
プローチする際に留意すべき点を「南側の視点」で検討する研究の必要性を示唆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
今世紀の初めにグローバル規模で拡大した資本主義経済は，2014 年前後を境に，新興国の牽

引力を失い，低成長の段階に入った。低成長基調は，2020 年代においても相当期間にわたり続

くと予想されている。そうした状況は，新興国を含む発展途上諸国に対し，経済の成長や拡大を

前提とした諸政策の見直しを強いるだけでなく，一定の所得水準に達した後にそれ以上の社会

経済発展が進まない「中所得国の罠」にみられるように，深刻な格差や貧困を抱える発展途上諸

国の構造的な課題をあらためて浮き彫りにした。グローバル化のもとで相互依存が拡大する中

で，経済が不安定化し社会的な亀裂や対立が深まる要因は国境を越えて捉えられなければなら

ず，2010年頃までの高度成長を支えた政治がさまざまなレベルで大きく変動してきている。 
 
２．研究の目的 
地方創生は先進国に限った問題ではなく，都市化が進む発展途上国においても，主要都市のみ

ならず地方における地域経済の発展は長期的な成長を実現する上で不可欠であり，それを実現

する手段は未だ模索過程にある。グローバル化のもとで相互依存が拡大する中で，地域経済の動

向は，国内外の経済状況や政治情勢など外部環境の影響を受けやすくなっている。本研究では，

格差の縮小をともなう経済成長を遂げた 2000年代のブラジルと，経済の不安定化ならびに社会

的な亀裂や対立が目立った 2010年代に注目し，地域経済の発展パターンについて質的かつ量的

な検討を行う。本研究は，①マクロレベルでの政治経済動向，②グローバル化にともなう国内経

済地図の変化，③社会課題解決に資するプロジェクトに着目し，地域経済発展を促すまたは阻害

する条件ならびに制度的・構造的課題を明らかにすることで，都市化が進む発展途上諸地域の長

期的な開発研究に新たな局面を開くことを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
先進国・途上国に共通する課題として重要性が高まる地域経済発展に関して，本研究は，地域

研究的アプローチと社会科学的手法を統合させ，地域経済発展を促すまたは阻害する条件なら

びに制度的・構造的課題を明らかにすることを目的とする。とりわけ本研究では，ブラジルを対

象に地域経済発展に関して，①マクロレベルでの政治経済動向，②グローバル化にともなう国内

経済地図の変化，③社会課題解決に資するプロジェクトに焦点をあてた分析を行う。 

 
４．研究成果 
（1）マクロレベルでの政治経済動向 
 過去 20年間のブラジル経済を振り返り，経済分野において進められてきた改革の進捗につい

て論じた論文を発表した（河合, 2023）。開発主義的な経済モデルへの回帰を目指すルーラ政権に

とって，政策を実行するうえでの課題はどこにあるのかについて，外部環境はもとより，史上最

も保守化しているといわれる議会，分極化した世論との関係など，政治的モメンタムの変化がマ

クロ経済政策運営の制約となることを明らかにした。 

 研究計画策定時には想定していなかった COVID-19パンデミックを受け，河合（2021）では，

大統領や連邦政府と州政府・ムニシピオの間でのガバナンスの機能不全が政治的混乱を招いた

こと，制度や機構，組織などにより形づくられる，政治的・経済的・社会的な「しくみ」の脆弱

さが露呈したことを論じた。 

河合（2024）では，敵対する政党や者への反感，拒絶によって特定の政党や候補者を支持し忠

誠を誓う否定的党派制（negative partisanship）と，異なる政治的意見やグループ間で敵意や不信，

偏見を抱き交流を拒む感情的分極化（affective polarization）を通して深刻な分裂状態にあるブラ



ジルの状況が，中長期的な視点に立ったマクロ経済運営を困難にすることを指摘した。世界銀行

により開発された「世界ガバナンス指標」を用いて，もともと脆弱な「制度」が，政治的分極化

の深化に伴いさらに劣化した可能性があることを示唆した。 

（2）グローバル化にともなう国内経済地図の変化 

 コロナ禍で海外渡航中止要請が出された期間には，北東部における大規模な熱帯農業植民地

の展開について歴史的に考察し，砂糖産業の成立とブラジル社会の萌芽に関して，サトウキビプ

ランテーションの拡大がもたらした社会経済構造の変化，寡頭支配の確立と家父長制家族の形

成を中心に論じた（河合，2022a）。また，農産物や鉱物といったコモディティが経済活動の分布

に及ぼした先例として，17 世紀末以降に現在のミナスジェライス州で起こったゴールドラッシ

ュがもたらした国内経済地図の変化と植民地統治体系への影響に関する論考をまとめた（河合，

2022b）。 

 ブラジル国内の経済地図の変化をリージョナルな動向と比較して議論することを目的として，

ネットワークモデルを用いたラテンアメリカ諸国の国際貿易に関する実証分析を報告した（河

合・コヘイア，2022）。グローバル化の進展が本格化した 1996年から 2019年を対象とした分析

結果より，ラテンアメリカ諸国の国際貿易へのアクセスは 2 つのタイプに分類できることを明

らかにした。チリ，メキシコ，ペルーなど地域貿易協定に積極的な国々では貿易ネットワークの

クラスター化が確認された一方で，ブラジルのクラスター係数は低く推計され，多様な相手と

「閉じられていない」形で国際貿易を行っている可能性を指摘した。ただし，生産性が低い状況

でこのような貿易パターンをとることは，新たな市場へのアクセスを困難にするばかりでなく，

他国との競争を通じて，既存市場でのシェアを失うことにもつながるという懸念を提示した。 

（3）社会課題解決に資するプロジェクト 

本研究では，基礎自治体やマイクロリージョンなど州よりも小さな地域レベルにおいて展開

される社会課題解決プロジェクトを抽出し，地域経済発展を促すまたは阻害する条件ならびに

制度的・構造的課題と結びつけて検討することを目指した。外部のアクターとして「国際協力」

に着目し，ブラジル北東部で行われたプロジェクトの事例研究に向け，背後の潮流を明らかにす

る研究報告を重ねた（Campos & Kawai, 2020; Campos & Kawai, 2021; Kawai 2022; Campos & Kawai, 

2023）。Campos & Kawai (2023)では，1990年から 2020年までの開発途上国の保健セクターに対

する日本の政府開発援助（ODA）政策の全体的な傾向と，COVID-19後の将来の見通しを明らか

にした。国際協力と対外援助，保健への権利，世界の保健システム改革に関する最近の議論を組

み合わせ，日本の開発途上国における保健分野への ODAを調査・分析し，これらの研究に追加

的な視点を提供した。 

コロナ禍前後の動向を踏まえ，OECD のデータベースを用いて他の主要国と比較することで

日本の保健医療分野に向けた ODAの特徴を明らかにした研究報告を行った（Kawai, 2024a）。く

わえて，昨今の日本の「開発協力」に関するナラティヴは，開発途上国とりわけ「グローバル・

サウス」と括ってアプローチする際に留意が必要となることを指摘し，ブラジル主要大学での研

究報告を通じて議論を深めてきた（Kawai, 2023; Kawai, 2024b）。 

地域経済発展と社会課題解決に関する事例研究として，リオデジャネイロで社会連帯経済を

実施する NGOに着目し，コロナ禍のような未曾有の危機に直面した際に，市場や政府の不完全

性を補完する役割を果たした機動的な市民セクターが存在したことを明らかにした。同団体で

は，パンデミック以前からの幅広い取り組みと経験，運営組織への多様なアクターの関与が，コ

ロナ禍の制約のもとでの機動的かつ効果的な活動を可能にしたことを指摘した（河合，近刊）。 
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